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人間社会情報科学専攻
関本　英太郎
SEKIMOTO Eitaro 教授 生年月日 1949年9月13日
大学院情報科学研究科 人間社会情報科学専攻
略歴
1979年—1982年 学習院大学文学部　助手
1982年—1984年 東北大学教養部　講師
1984年—1993年 東北大学教養部　助教授
1986年—1987年 ブレーメン大学
1993年—1996年 東北大学言語文化部　助教授
1996年—2000年 言語文化部　教授
1999年—2000年 フンボルト大学
2000年—現在 東北大学大学院情報科学研究科　教授
所属学会
日本独文学会, 東北ドイツ文学会, 日本記号学会
専門分野
20世紀芸術論および思想論, 建築史 · 意匠, 美学 · 美術史
研究課題
・イメージ論 · 映像論
・メディア研究及びメディアリテラシー
研究キーワード
メディア論、メディア · リテラシー,イメージ · 映像論
学外の社会活動
ビデオ制作講座「若林四季物語」（その他） 2004年7月 －2005年7月
映像制作ワークショップ「ビデオリポート編」（その他） 2006年9月 －2007年3月
「メディア · リテラシーを学ぶ＜くらしの不思議を伝えたい＠東二キッズ＞ビ
デオ制作」（小中高との連携）
2006年11月－2007年3月
地域ニュース番組制作にチャレンジ「泉の夏祭りニュース！」（小中高との連携） 2007年7月 －2007年8月
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加
仙台市教育委員会（地方公共団体）　社会教育委員会　委員,副委員長 (2008.11.1 ) 2006年11月—2006年11月
ＮＰＯ法人「杜の伝言板ゆるる」（ＮＰＯ）　理事会　理事 2008年7月 —2008年7月
社会福祉法人木這子（民間企業）　常務理事 2012年3月 —現在
学位授与数
博士 1人
修士 0人
学士 0人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 1人
担当授業科目
(大学院教育)
メディア美学 2006年－2007年
国際会議　発表・講演
日本のマスメディアを問う [韓日文化交流講演会]
(2006年11月24日 –- 2006年11月24日, 韓国 ,Ｓｏｅｌ) 口頭（招待· 特別）
国際会議　主催・運営
台湾 · 日本合同ワークショップ
(2012年1月22日 –- 2012年1月23日, , 仙台市) ［主催］主催者代表
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国内会議　主催・運営
市民フォーラム「インターネットで人を生かし町を豊かにしよう！ 　日本 · 世界の事例から」
(2005年3月5日 –- 2005年3月5日, 仙台) ［運営］フォーラムのコーディネーター兼司会
連続セミナー「いま、あらためてメディアの役割！ を考える　デジタルとケータイ文化の嵐を前にして」
(2006年6月24日 –- 2006年10月21日, 仙台) ［運営］コーディネータおよび第一回講演
その他の競争資金獲得実績
平成 15年度まちづくり助成金事業 2003年4月 －2004年3月
[プロジェクト「市民メディアを立ち上げよう！」]
放送文化基金 2007年4月 －2008年3月
[中国、韓国のテレビにおける日本のニュースを、日本のテレビニュースはい
かに伝えるか]
組織的な大学院教育改革推進プログラム 2008年4月 －2011年3月
[情報リテラシー教育専門職養成プログラム]
著書
1) 近代ドイツ精神の展開ー思索と創造のダイナミズム（執筆担当部分）「文学/芸術の自律性と機能-19世紀ド
イツ市民文化批判のために-」（343—389）. [朝日出版社,(1988)]
長沼敏夫（編者）、関本英太郎など
2) 進歩の「物語」へのためらい 18世紀末ドイツにおける知の一脈. [(1993)]
関本　英太郎
3) タッド · ホールデン, 阿部宏編『記号を読む-言語 · 文化 · 社会』, 第 6節 建築. [(2001)]
関本　英太郎
4) 人間情報科学入門（執筆担当部分）第６章「芸術と科学 ·技術」を担当。127—148. [東北大学出版会,(2009)4月
]
関本　英太郎
研究論文
1) Der Weg zum Niemandsland. Interpretation von Celans Gedicht "Anabasis". [　学習院大学大学院「ドイツ
文学語学研究」, (3), (1977), 18-34]
　関本　英太郎
2) レッシングにおける歴史 · 宗教 · 真理についての素描-『人類の教育』をめぐって-. [ドイツ文学語学研究, 3,
(1979)]
　関本英太郎
3) 芸術の学問化過程における機能転換-ヴァルター · ベンヤミンにおける現代芸術の考察. [学習院大学文学部研
究年報, 28, (1982)]
　関本　英太郎
4) 経験のアクチュアリティー-ヴァルター · ベンヤミンにおける過去の受容をめぐって. [東北大学教養部紀要,
38, (1982)]
　関本英太郎
5) レクチュールの差異-ヤウスとド · マン-. [ドイツ文学, 74, (1985)]
関本英太郎
6) 文学 · 芸術の自律性と機能についての予備的考察（Ⅰ）. [文化, 第 50巻 (１ · 2), (1986), 23-40]
関本　英太郎
7) 文学 · 芸術の自律性と機能についての予備的考察（Ⅱ）. [東北大学教養部紀要, (46), (1986), 251-267]
関本　英太郎
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8) ポストモデルネーアヴァンギャルドの夢と夢のアヴァンギャルド. [文化, 53 (3-4), (1990)]
　関本　英太郎
9) どうして『イタリア広場』は批判され,『シュトゥットガルト新国立ギャラリー』は積極的に評価されるのか–
現代建築の思想的可能性を求めて (I)–. [東北大学言語文化部 言語と文化, (2), (1994), 47-72]
　関本　英太郎
10) 「ずらし」の思想-P· アイゼンマンの建築の理念-. [東北大学言語文化部 言語と文化, (3), (1995), 81-106]
　関本　英太郎
11) 対立と複合性を越えて-ベルナール ·チュミの建築思想-. [東北大学言語文化部言語と文化, (4), (1995), 21-45]
　関本　英太郎
12) 宥和なき文学シーン-18世紀ドイツの知のパースペクティヴ-. [テクスト研究 AG テクスト研究 創刊号, (1),
(1996), 17-40]
関本　英太郎
13) 建築と錯乱もしくは精神分裂-都市を解剖するコールハース-. [東北大学言語文化部 言語と文化, (7), (1997),
77-103]
　関本　英太郎
14) テクノメディア時代前史のディスクール分析-Fr.キットラーの 1800年/1900年-. [言語と人間, (創刊), (1997),
129-140]
関本　英太郎
15) 記憶の痕跡-ダニエル ·リベスキント『ユダヤ博物館』を読む. [言語と文化東北大学言語文化部, (12), (1999),
121-144]
　関本英太郎
16) 今、ベンヤミンについて語ることーメディア論的地平からー. [東北ドイツ文学研究, 45, (2001), 109-117]
関本英太郎
17) 今、なにゆえメディア ·リテラシー教育なのか. [http://www.media.is.tohoku.ac.jp/literacy/paper/sekimoto_2010_9-
1.pdf, (2010)]
関本　英太郎
18) 小学校教員のＩＣＴ活用に対する態度と活用実態. [Computer & Education, 131, (2011), 82-87]
「櫻井みや子」「和田裕一」「関本英太郎」
19) 学校現場へのメディアリテラシー教育導入のために. [情報リテラシー研究論叢, (創刊), (2012), 14-36]
韓放、後藤心平、盧艶芳、関本　英太郎
総説・解説記事
1) 「メディア · リテラシー」の理論と実践—新たな公共圏の構築のために. [全国大学高専教職員組合全大教時
報, 5 (29), (2005), 34-39]
関本　英太郎
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